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化学物質安全性(ハザード)評価シート 
 

整理番号 2001－71 官報公示 
整理番号 

3－2254(化審法) CAS番号 3194－55－6 

 
 
 
名  称 

 
 
 

 
1,2,5,6,9,10-ヘキサブロモシク
ロドデカン  

 

 
 
 
構 造 式

 
 
 

Br
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Br
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Br

 
分 子 式 C12H18Br6 分 子 量 641.70 
市場で流通している商品(代表例)1) 
純 度      ：99％以上 
不純物      ：ヘキサブロモシクロドデカン異性体 
添加剤または安定剤：無添加 

1. 物理・化学的性状データ 
 外 観：固体2) 

 融 点：185～195℃2)、173～177℃3) 
 沸 点：> 250℃(分解)3) 

 引 火 点：文献なし 
 発 火 点：文献なし 

 爆 発 限 界：文献なし  
 比 重：文献なし 
 蒸 気 密 度：該当せず 
 蒸 気 圧：6.3 ×10-9 Pa(4.7×10-7 mmHg)(21℃)2) 

 分 配 係 数：log Pow；7.74(計算値)4) 
 加水分解性：加水分解を受けやすい化学結合なし 
 解 離 定 数：文献なし 
 スペクトル：主要マススペクトルフラグメント 

m/z 67(基準ピーク, 1.0 )、41(0.60)、157(0.58)5) 

 吸 脱 着 性：土壌吸着係数 Koc；60,0002)   
 粒 度 分 布：文献なし   
溶 解 性：本物質／水；8.6×10-3 mg/L(25℃)2) 

      本物質／有機溶媒；文献なし 
 換 算 係 数：該当せず 
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2. 発生源・暴露レベル 

製造量等：平成 10年度  976 t (製造 73 t  輸入 903 t)6) 

放出・暴露量：文献なし 

用  途：難燃剤、接着剤の硬化促進剤1) 

 

 

3. 環境運命 

1) 分解性 

好気的 

難分解7) (化審法)           
試験期間 被験物質 活性汚泥 

4週間 100 mg/L 30 mg/L 
BOD 0～4％ 
HPLC(ﾋﾟｰｸ A) 0～11％ 分解度 
HPLC(ﾋﾟｰｸ B) 4～10％ 

嫌気的 

報告なし。 

非生物的 

報告なし。  

 

2) 濃縮性 

高濃縮7)  (化審法) 
脂質含量 試験期間 

3.9％(Av.) 14週間 
 試験濃度 濃縮倍率 
第 1区 24 μg/L 834～3,070 
第 2区 2.4 μg/L 3,390～16,100

     

3) 環境分布・モニタリングデータ 

  報告なし。 

 

 
4. 生態毒性データ 
本物質については報告がないため、ヘキサブロモシクロドデカン(HBCDと略記)異性体混
合物(組成不明)について記載する。 

 

分類 生物名 LC50 (mg/L) 
(暴露時間) 

EC50 (mg/L) 
(暴露時間) : 影響指標 

毒性区分*8) 

藻類 Selenastrum 
 capricornutum9) 

 (セレナストラム) 

 > 0.0037(HBCD異性体混合物, 
96-h) : 増殖阻害 
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分類 生物名 LC50 (mg/L) 
(暴露時間) 

EC50 (mg/L) 
(暴露時間) : 影響指標 

毒性区分*8) 

 Skeletonema 
 costatum10) 
 (スケレトネマ) 

0.0093-0.012(HBCD 異性体混
合物, 72-h) : 増殖阻害 

 

<推奨生物種以外> 

 Thalassiosira 
 psudonana10) 
 (海産藻類) 

 

0.05-0.37(HBCD異性体混合物, 
72-h) : 増殖阻害 

<推奨生物種以外> 

甲殻類 Daphnia magna11) 

 (オオミジンコ) 
> 0.0032(HBCD異性体混合物, 
48-h) : 遊泳阻害 

 

 Daphnia magna12) 

 (オオミジンコ) 

 

0.0031(HBCD異性体混合物, 
21-d) : 繁殖 NOEC 

 

魚類 Oncorhynchus 
 mykiss13) 

(ニジマス) 

> 0.0025(HBCD
異性体混合物, 
96-h) 

  

      *    ：OECD分類基準に基づく区分 

 

 

5. ほ乳動物毒性データ 

ほ乳動物毒性データについても、被検物質として本物質と同定できる報告が少ないため、

ヘキサブロモシクロドデカン(HBCD)異性体混合物(組成不明)を用いた報告についても記

載する。 

 

1) 急性毒性 

本物質と同定できる報告はないが、HBCD異性体混合物を用いた以下の報告がある。 

[HBCD異性体混合物] 
 マウス ラット ウサギ 

経口 LD50 > 6,400 mg/kg14, 15) > 10,000 mg/kg16, 17) － 
吸入 LC50 － － － 
経皮 LD50 － － － 
腹腔内 LD50 3,500 mg/kg15)  － － 

 

Wistarラット(5匹/性/群)に HBCD異性体混合物 1,000、3,000、5,000及び 10,000 mg/kg

を経口投与し、暴露後 14日間観察した実験で、影響はみられていない15)。 

ラットを HBCD異性体混合物 202,140 mg/m3に 4時間吸入暴露した実験で、影響はみら

れていない16)。また、Wistarラット(5匹/性)を HBCD異性体混合物 200,000 mg/m3に 1時

間吸入暴露し、暴露後 14日間観察した実験でも、影響はみられていない15, 18)。 

New Zealandウサギ(3匹/性)の擦過皮膚に HBCD異性体混合物 8,000 mg/kgを 24時間閉

塞適用し、暴露後 14日間観察した実験で、影響はみられていない。15, 18) 

 

2) 刺激性・腐食性 
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本物質と同定できる報告はないが、HBCD異性体混合物を用いた以下の報告がある。 

ウサギの眼に HBCD異性体混合物を 0.5 mLまたは 50 mg適用した実験、New Zealand 

Whiteウサギ(6匹)の眼に HBCD異性体混合物 0.1 mgを 24時間適用した実験等で､刺激性

はみられていない15, 17, 18, 19)。 

ウサギ(6 匹/群)に HBCD 異性体混合物を 4 時間半閉塞適用した実験では、45 分後に 1

例で軽度な紅斑がみられているが、刺激性は認められておらず17)、New Zealand Whiteウサ

ギ(6匹)の無傷皮膚及び擦過皮膚に HBCD異性体混合物 0.5 mLを 24時間閉塞適用した実

験でも、刺激性はみられていない15, 18)。 

Hartleyモルモット(10匹)の刈毛した無傷皮膚及び擦過皮膚に HBCD異性体混合物 0.5 g

を含む懸濁液を 24 時間閉塞適用した Draize 法に準拠した実験で、刺激性はみられていな

い20)。 

 

3) 感作性 

本物質と同定できる報告はないが、HBCD異性体混合物を用いた以下の報告がある。 

雄モルモットに HBCD異性体混合物を 500 mg適用したMaximizationテストで感作性は

示さない21)。 

Hartleyモルモット(10匹)の刈毛した皮膚に HBCD異性体混合物を 0、0.05、0.5、5％で

0.05 mL皮内投与して感作し、48時間後に 0、0.005、0.05、0.5、5％で開放塗布による惹起

を行ったモルモット Maximization テストで、感作濃度 0.5％以上及び惹起濃度 0.05％以上

で陽性反応が見られたが､いずれも軽度の紅斑であった20)。また、0.5、5％で感作し、48

時間後に 0.05、0.5、5％で惹起した同様の試験で、0.5％で感作し、0.5％以上で惹起した群

で軽度の陽性反応がみられている22)。 

 

4) 反復投与毒性 

(1) 経口投与 

雌雄 SDラットに本物質を 25,000、50,000 ppmで 4週間混餌投与した実験で、体重、

血液検査、尿検査に異常はみられていない。しかし、雌雄において 25,000 ppm以上で肝

臓重量の増加が観察されている23, 24)。 

雌雄 SDラットに本物質を 1,600、3,200、6,400、12,800 ppmで 13週間混餌投与した実

験で、体重、血液検査、尿検査に異常はみられていない。しかし、雌雄において 6,400 ppm

以上で肝臓の相対重量の増加がみられ、病理組織学的検査では肝細胞及びクッパー細胞

に脂肪の沈着が観察されている。また、投与終了後、更に 6週間観察した 12,800 ppm群

では、肝臓の相対重量の増加は残存していたが、脂肪の沈着は減少している23, 24)。 

 

HBCD異性体混合物に関しては以下の報告がある。 

雌雄 SDラット(10匹/性/群)に商品 Aを 10,000、25,000、50,000 ppmで 4週間混餌投
与した実験で、一般状態として投与 2週間後に 25,000 ppm以上で脱毛、異常歩行(uncertain 
gait)がみられた。また、10,000 ppm 以上で肝機能亢進による肝臓の絶対及び相対重量増
加、25,000 ppm以上で肝臓の腫大、甲状腺に濾胞上皮の渦形成、50,000 ppmでは摂取量
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及び体重増加の減少がみられている25)。 
雌雄 SDラットに HBCD異性体混合物を 125、350、1,000 mg/kg/dayで 28日間強制経
口投与した実験で、一般状態、体重、摂餌量、血液検査、血液生化学検査、尿検査、病

理組織学的検査に異常はみられていない。しかし、雄の 1,000 mg/kg/day投与群、雌の 350、
1,000 mg/kg/day投与群で肝臓の絶対重量の増加がみられ、雄の 350、1,000 mg/kg/day投与
群、雌の全ての群で肝臓の相対重量の増加がみられている。また、1,000 mg/kg/dayでは 2
週間の回復期間を設けたが、回復期間終了時でも雌で肝臓重量の増加が持続している26)。 

 
5) 変異原性・遺伝毒性 

試験方法 試験条件 結果* 
in vitro 復帰突然変異試験 ネズミチフス菌、TA98、TA100、TA1537、

3.15-3,000 µg/plate、S9(-/+) 27) － 

 
[HBCD異性体混合物] 

試験方法 試験条件 結果* 
in vitro 復帰突然変異試験 ネズミチフス菌、TA98、TA100、TA1535、

TA1537、0-1,000 µg/plate、S9(-/+)18) － 

ネズミチフス菌、TA98、TA100、TA1535、
10-10,000 µg/plate、S9(-/+)28) － 

ネズミチフス菌、TA98、TA100、TA1535、
TA1537、TA1538、1-5,000 µg/plate、S9(-/+)15) － 

ネズミチフス菌、TA98、TA100、TA1535、
TA1537、 TA1538、 10-10,000 µg/plate、
S9(-/+)15) 

－ 

ネズミチフス菌、TA98、TA100、TA1535、
TA1537、TA1538、0.5-50 µg/plate、S9(-/+)15) － 

ネズミチフス菌、TA98、TA100、TA1535、
TA1537、TA1538、2.5-260 µg/plate、S9(-/+)17) － 

 

酵 母 (S.cerevisiae) 、 0.5-50 µg/plate 、
S9(-/+)15) － 

 

染色体異常試験 ヒトリンパ球、10-600 µg/mL、S9(-/+)21) － 
*－：陰性 
 

6) 発がん性 

報告なし。 
 

7) 生殖・発生毒性 
本物質と同定できる報告はないが、HBCD異性体混合物を用いた以下の報告がある。 
妊娠Wistarラット(20匹/群)に HBCD異性体混合物を 100、1,000及び 10,000 ppmで妊
娠 0-20 日までの 21 日間混餌投与した実験で、妊娠 20 日目に開腹した母動物 14 例では
10,000 ppm 群で、摂餌量の僅かな減少、肝臓重量増加がみられたが、胎児においては生
存胎児数、性比、外表奇形、骨格奇形、内臓異常に影響はみられていない。自然分娩さ

せた残りの 6 例の出生児を 3 週齢で離乳させ 7 週齢まで観察した結果、出産生児数、出
生時の体重、生存率、児の一般状態、保育率等に影響はみられておらず、外表奇形も認
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められていない15, 18, 29)。 
6. ヒトへの影響 
1) 急性影響 

報告なし。 
 

2) 慢性影響 
報告なし。 

 
3) 発がん性30, 31, 32) 

機 関 分 類 基 準 

EPA  － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

EU  － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

NTP   1999年現在発がん性について評価されていない。 

IARC  － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

ACGIH  － 2000年現在発がん性について評価されていない。 

日本産業衛生学会 － 2001年現在発がん性について評価されていない。 
ヒトでの発がん性に関する報告はない。 

 
4) 許容濃度31, 32) 

機関名 許容濃度 経皮吸収性 

ACGIH(2000年) 記載なし － 

日本産業衛生学会(2001年) 記載なし － 
 
 
7. 生体内運命 

本物質と同定できる報告はないが、HBCD異性体混合物を用いた以下の報告がある。 
雌雄の SDラットに 14Cで標識した HBCD異性体混合物 1.93 mg(総投与量 7-9 mg/kg)
を経口投与した実験で、投与した放射活性は半減期 2 時間で消化管から速やかに吸収さ
れ、72 時間後には尿中及び糞中にそれぞれ投与した放射活性の 16 及び 70％が排泄され
ている15, 18)。 

 
 
8. 分 類 (OECD分類基準) 
 

区 分 分 類*8) 

急性毒性 分類できない 

水圏生態毒性 適用できるデータがないために分類できない 
* 本調査範囲内のデータを適用した場合の分類であり、最終的なものではない。 
急性毒性分類：OECDの急性毒性分類カテゴリーに基づき、より強い毒性を示す経路 

での値を用いて分類 
水圏生態毒性分類：OECDの急性毒性分類カテゴリーに基づき、最も強い毒性を示す 

水圏環境生物種での値を用いて分類 
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9. 総合評価 

1) 危険有害性の要約 

ヒトへの影響に関する報告はない。 

実験動物では、本物質の急性毒性、刺激性、感作性、発がん性及び生殖・発生毒性に関

する報告はない。反復経口毒性として、肝臓への影響がみられており、変異原性・遺伝毒

性としては、復帰突然変異試験の報告があるのみで、陰性である。 

ヘキサブロモシクロドデカン(HBCD)異性体混合物(組成不明)に関しては、以下の報告

がある。 

経口、吸入等の経路の急性毒性による影響はみられていない。眼及び皮膚に対する刺激

性はみられていない。感作性については、軽度の陽性反応があるとする報告と感作性はな

いとする報告がある。反復投与毒性として、肝臓及び甲状腺への影響が報告されている。

変異原性・遺伝毒性としては、復帰突然変異試験について陰性の報告が 1 報あるのみであ

る。発がん性に関する報告はない。生殖・発生毒性としては、混餌投与した報告 1 報のみ

であるが、母動物に影響のある用量で、児への影響は認められていない。 

本物質は環境中に放出された場合、水圏では生分解されにくく、魚類に対する濃縮性は

高い。環境省のモニタリングデータはない。本物質の水圏環境生物に対する急性毒性デー

タはないが、HBCD異性体混合物(組成不明)の藻類及び甲殻類に対する毒性は非常に強い。 

 

2) 指摘事項 

魚類に対する濃縮性は高く、水圏環境生物に対する毒性も高い可能性があり、長期毒性

データや環境モニタリングデータなどが必要である。 

 

 

別表 本評価シート記載の物質 

 

商品記号 商品名 組成 

商品 A Hexabromid S25) 不明 
 

 
 
 
 
 
 
 
     

平成 14年 5月作成
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